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１．はじめに





























題も含まれるようである。例えばWikipedia（英語版）の“List of best-selling books”１に見られる作品

































に、D’ri and I  や Mr. and Mrs. Cugat  などの登場人物と思しき人名が用いられたタイトルに対しては
疑問を持たれる向きも多いであろう。しかし青木（2016b）では、Ozzie and HarrietやBox and Coxなど、
当初は特定の作品に登場する人名の組み合わせだったが、それが次第に一般的な名詞として使われるよ















３ 短いタイトルについては、１語（Accident, Airframe, Airport など）、２語（After Noon, All Kneeling, Ancient Evenings
　など）の例が多数見られる。逆に長いものは、10語（Scarlett: The Sequel to Margaret Mitchell's "Gone with the 
Wind" ）、11語（The Greek Treasure: A Biographical Novel of Henry and Sophia Schliemann ）、12語（Fanny, Being 
the True History of the Adventures of Fanny Hackabout Jones など３例）がある。長いものはほとんどがサブタイト
ルを含むものであり、厳密に言ってタイトルが長いかどうかには疑問も残るが、本論文では資料としたサイトでの記
載に従うこととした。なお全タイトルの語数の平均値はおよそ2.93語であった。












こでは1960年代の割合が大きいが、これは Advise and Consent （1959年からの継続、1960年）、The 
















に加えて、場合によってはそれ自体がtwist-and-twirl（=girl）、[old] pot and pan（=old man）というよ
うに頭韻が用いられている例が見られることがあった。
　本論文の調査においても、頭韻が用いられたワードペア形式のタイトルは複数見られた（ Sorrell and 




るものである。その中でも、今回の例で言えば The Just and the Unjust  などはその点が典型的に表れ
たものと考えられる。








見られる。To Have and To Hold, The High and the Mighty, Time and Time Again, North and South, 
Heaven and Hell, Morning, Noon, and Night, Cat & Mouse  など。それぞれの表現自体は英語話者にとっ
ては馴染みのあるものであろうが、その身近さと作品内容との間にあるギャップを感じさせることを
狙っているケースも多いのではないかと推測される。









　これに該当する例としては、War and Remembrance, Love and War, The Klone and I  などが挙げら
れる。前二者は War and Peace  といったタイトル（あるいは表現）との関連性が指摘できると思われ、
最後の例については The King and I という大変有名な作品のタイトルが念頭にあると推測される。
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